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特集 東京電機大学 学園祭
～リアルコンテンツ＆オンラインコンテンツで実施～

　11月5日（土）・6日（日）の2日間、2022年度の学園祭、「旭祭」（東京千住キャンパス）と「鳩山祭」（埼玉鳩山キャンパス）
を開催しました。
　今年度は「旭祭」「鳩山祭」共通のテーマとして「Rebuild」を掲げました。最近2年間は、コロナ禍のためオンライン形
式や予約者限定など制約がありましたが、今回は3年ぶりにリアルコンテンツを中心としつつ、この2年間に挑戦した
オンラインコンテンツ（ライブ配信・オンデマンド配信）なども取り入れ、これまでとはひと味違う学園祭を再構築する
という思いを込めた開催となりました。
　旭祭は、3年ぶりの模擬店や80を超える学生団体出展及び学科・研究室展示を開催するなど、近隣の家族連れや高校
生などで大いに賑わいを見せました。協定校の四工大（芝浦工大、工学院大、東京都市大）にも参加・出展していただい
たほか、動物ふれあい広場や科学実験室、屋外ステージでのイベントも復活し、地域の方々や子供たちの多くの笑顔を
見ることができました。11月5日（土）はホームカミングデーも同時開催し、多くの OB・OGが来場され、東京神田キャ
ンパス時代の学園祭実行委員会、数年前の旭祭実行委員会の卒業生にもお越しいただきました。
　鳩山祭は、3年ぶりの対面開催となりましたが、実行委員会による事前準備や当日の運営をはじめ、人気声優を招い
たトークショーやアーティストによるコンサートライブなど滞りなく実施することができました。一般来場者の他、毎
年同時期に開催している「日本スリーデーマーチ」の参加者にもお立ち寄りいただき、盛況のうちに終了しました。約6
年ぶりとなる打ち上げ花火も事故なく終えることができ、観覧された来場者からは感謝の言葉が多数寄せられました。
　多くの方にご来場いただき、学科や研究室、サークル活動、学生生活など、学生との触れ合いを通じて、本学を身近
に感じていただく機会となりました。

※ 「旭祭」「鳩山祭」は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に配慮し、本学独自のガイドラインに基づいて開催しました。

ダンス部 ふれあい広場 屋外ステージ 学生のお笑いライブ

VOCALOID同好会 ギターアンサンブル部

学生団体ライブ 自動制御研究部 鉄道研究部 模擬店のワッフル

特集

第11回

旭祭
テーマ｢JACK｣
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　今年は 3年ぶりとなる対面開催でしたが、両日ともに大きな問題もなく無事に終了
することが出来ました。天候にも恵まれ、多くの方々にご来場いただき、楽しんでい
ただけたことを大変嬉しく思いました。
　鳩山祭実行委員会はじめ、地域の方々、ご協力いただいた皆様に深く感謝申し上げ
ます。今後も、より多くの方々にご来場いただき、楽しんでいただける鳩山祭を開催
できるよう鳩山祭実行委員会一同、頑張っていきたいと思います。

第46回 鳩山祭実行委員会 委員長
理工学部 生命科学系 3年
須賀 友亮さん

ボードゲーム試遊会 ロボット体験 曲つくりサークル 女子栄養大の食育コーナー

サッカー定期戦 ヒューマノイド研究部

打ち上げ花火 漫画研究部 模擬店 野外ステージ

　久々の対面を主体とした開催で各団体不安はあったかと思いますが、無事終了する
ことができ、ご協力くださった皆様には感謝の気持ちでいっぱいです。昨年までのオ
ンライン、ハイブリッド開催の経験をふまえ、3年前までの旭祭に比べてもまた新し
い形が創造できたのではないかと思います。旭祭実行委員会の一員として、参加され
た皆様が楽しそうに過ごされている姿を直接拝見することができたことが今回の旭祭
での一番の喜びです。

第11回 旭祭二部実行委員会 委員長
工学部第二部 情報通信工学科 3年
篠原 まいさん

　一昨年はオンライン開催、去年は展示限定対面＋オンラインのハイブリット学園祭
としての開催でしたが、今年は 3年ぶりに対面での学園祭を開催でき本当に嬉しく思
います。去年とは開催形式も規模も異なったため、手探り状態で不安なこともありま
した。それでも、全員が同じ「旭祭の成功」という方向を目指して努力をしたことが、
今年の旭祭が成功した要因だと思います。旭祭に携わって頂いた全ての方に感謝を伝
えたいです。本当にありがとうございました。

第11回 旭祭一部実行委員会 委員長
工学部 情報通信工学科 3年
草野 恭平さん

第46回

鳩山祭
テーマ｢新時代の幕開け｣

委員長　インタビュー



特集 東京電機大学ホームカミングデー

　今年度のホームカミングデーは「つないでみよう、あなたとTDU」をテーマに、11月5日、東京千住キャンパ
スとオンラインのハイブリッドで開催しました。今年は、歓迎会と卒業生同士のオンライン交流会に加え、先生・
研究室アーカイブプロジェクトやプレゼント企画等、新しい企画も実施しました。
　歓迎会では石塚昌昭理事長、射場本忠彦学長、上西栄太郎校友会理事長より、本学を取り巻く環境や校友会の
近況等についての挨拶の後、「【特別企画】社会で活躍する卒業生からのメッセージ」では小林晴貴様と高野千尋様
の2名の卒業生より、本学での学びが社会に出てからも活きていることや本学に対する感謝の思い等のメッセー
ジを頂きました。その後、留学生会のミャッ エンダラ スュエさんと写真部（東京千住キャンパス）の天野孝太郎
さんと横川博樹さんより、学生団体について、活動内容の紹介がありました。
　歓迎会は最後に校歌を清聴し、終了となりました（YouTube再生回数506回）。歓迎会後に行われたオンライン
交流会では、36名の卒業生から参加申込があり、様々な話題で交流を楽しんでいただきました。
　ご視聴・ご参加いただきました卒業生の皆様に厚く御礼を申し上げます。今後とも変わらぬご支援の程、お願い
申し上げます。

石塚理事長の挨拶

卒業生 小林様 卒業生 高野様 留学生会の発表 写真部の発表

射場本学長 上西校友会理事長
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　昨年8月から今年3月まで、本学海外研修員として
アメリカ合衆国のカリフォルニア大学バークレー校に
滞在させていただきました。昨年6月に秋学期からの
対面授業再開の知らせを受けて事態が急転、ワクチン
接種にビザ取得、米銀の口座開設とそれぞれ思うよう
には進まず、飛行機に乗った時には3週間の滞在先し
か決まっていないという綱渡りの状況でした。渡米後、
大学入構の手続きと並行して家探しに明け暮れたこの
3週間は、全く生きた心地がしませんでした。
　受け入れていただいたのは、同校機械工学科の富塚
誠義先生です。日本人ではありますが、ちょうど鳩山
キャンパスが開設された1977頃にアメリカに渡られ
45年、アメリカ生活のほうが長い計算です。富塚先生
が提案されたZPETC法と呼ばれる追従制御に関する
論文は、現在までに2,000本近く引用され、私はこの
富塚法（と呼んでよいと思います）を工作機械の輪郭
制御に適用することを検討しました。
　バークレーのPhDコースは基本5年で、富塚研には
アジアを中心に20名ほどのPhD学生がいましたが、
彼らの優秀さとアメリカに残るというハングリー精神
には驚かされました。バークレーのPhDを取れば安
くとも年俸10万ドルと聞きましたが、彼らの実力を
目の当たりにすれば当然と思え、良くも悪くも日本
とは別世界になってしまったなと感じました。
　学外では、リモートですが一般市民向けのアダルト
スクールに通ったことがよい経験となりました。特に

TOPICS

ESL（English as a Second Language）クラスは、言
葉が通じず仕事も得られないことが移民の犯罪につ
ながるという考えの下に無料（州の予算）で受講でき、
アメリカの懐の深さを感じました。参加したクラスの
生徒は15名ほどでしたが、他に日本人はなく、南米、
ヨーロッパ、アフリカ、アラブとまさに多国籍でした。
クラスは先生の裁量が大きく、アメリカの嫌いなと
ころは？といった話題では、やはりみな医療（保険）
の不安を口にし、また車上荒らしなどの被害にあっ
た人も多く、アメリカの現実も垣間見られたように
思います。
　年は取りましたけれども、私にとっては夢のカリフォ
ルニアであり、彼の地に滞在できたことはかけがえの
ない経験でした。そして理論を打ち立てた先生に直
接学ぶことは、生涯もうないでしょう。改めて関係
の皆様、送り出していただいた先生方に感謝申し上
げる次第です。

理工学部 機械工学系　山崎 敬則 教授
カリフォルニア大学バークレー校での海外研修
セイザータワーとドウ図書館 富塚先生と（右が筆者）

リッチモンド行の渡船からサンフランシスコの街並を眺む
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　11月19日に東京千住キャンパスにて、中学生を対象と
した、『来たれ未来のエンジニア！「電磁力」のヒミツに迫
る！』を開催しました。この講座では、工学部 電子システ
ム工学科の篠田宏之教授より、電磁力について学び、実際
にモーターを組み立てます。
　参加者からは、「実験を通してより分かりやすく、楽し
く理解することができた」、「理科は苦手だったが、今回の
教室で面白いと思うことができた」などの声があり、自分
で組み立てて実験をすることで、より理解を深めることが
できた様子が伺えました。次回の同講座は12月24日に開
催予定です。 （研究推進社会連携センター　深澤）

　11月4日に災害対策訓練を実施しました。事務室
からキャンパス内に、地震とそれに伴う火災の発生
を知らせる放送を行い、教職員同士で連絡を取り合
いながら学生を中庭に避難誘導しました。事務室で
は、担当職員が実際に119番通報の訓練を行い、素
早い通報の手順、内容伝達の仕方などを消防組合よ
りご指導いただきました。
　近年はコロナ禍のため、教職員、関係者のみで行っ
ていましたが、今回は学生も参加して約80名で訓
練を行うことができました。
 （理工学部事務部　藤田）

埼玉鳩山キャンパス

災害対策訓練
東京千住キャンパス

TDU電子工作教室

　高等学校では、11月11日に脳科学者の茂木健一郎先生をお招きし
『「学ぶ喜び」こそが力』という演題でご講演いただきました。
　茂木先生の気さくなお人柄やエネルギー溢れる語り口調もあり、開
演と同時に会場は熱気に包まれました。話題を変えながらたくさんの
お話をいただきましたが、繰り返しおっしゃっていた「自分の置かれた
状況を全面的に受け入れること」の大切さや、「全力を尽くすことで脳
は喜びを感じる」というメッセージは力強く、記憶に残りました。
　学校生活や進路に悩み、自分に自信が持てずにいる高校生が多い中、
生徒たちの心に響き、挑戦する勇気が奮い起こされるような貴重な講演会となりました。
 （高等学校生活指導部長　磧谷）

東京小金井キャンパス　高校文化講演会

校友会だより
大学同窓会70周年記念式典
　東京電機高等工業学校（のちに電機工業専門学校へ改称）が東京電機
大学となってはじめての卒業式は、1952年3月29日に挙行されました。
同日に発足した大学同窓会が2022年に70周年を迎えたことを祝い、記
念イベント「日の出寄席」と70周年記念式典を11月19日に開催しました。
　式典では、石塚学園理事長、射場本学長からお祝いのご挨拶をいただ
き、優れた実績を収めた在学生団体(今年は学園祭実行委員会)の表彰を
行いました。70周年記念式典に先立って開催した記念イベント「日の出
寄席」では、一般の方にもご来場いただき、多くの皆様に楽しんでいた
だくことができました。

キャンパスよもやま情報
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 News News

レオンハルト・オイラー
Leonhard Euler
●1707-1783

ロシア、ドイツで幅広い活動を繰り広げた数学者 「私はあらゆる事柄を
  可能なかぎり簡潔に提示した」

偉人の履歴書 vol.3

1707年 スイス・バーゼルで生まれる。バーゼル大学入学後、ベルヌーイ教授から数学を教わる。
1727年 サンクト・ペテルブルグのアカデミーに赴任。数多くの数学論文を発表する。
1734年 27歳でカタリーナ・グゼルと結婚。4年後に右目の視力を失う。
1741年 ペテルブルグを離れベルリンアカデミーの一員になる。
1766年 ベルリンを去り、ペテルブルグアカデミーに戻る。後に左目も失明し、全盲になる。
1783年 76歳で逝去。

東京電機大学編『偉人たちの挑戦1』東京電機大学出版局， 2022年，  p.29.　イラスト：宮島幸次

　11月4日、理工学部電子工学系の大越康晴准教授が
中心となり、Zoomを利用したオンラインにて、タイ
王立シンクロトロン光研究所と本学の第2回目となる
シンポジウムが開催されました。シンポジウムには、
射場本学長にご挨拶をいただいたほか、平栗統括副学
長、保倉先端科学技術研究科委員長、長原学長室長な
どが出席されました。
　本学からは、大越先生のほか理工学部理学系 石井聡
准教授、工学部電気電子工学科 石黒康志助教が研究発
表を行い、シンクロトロン光研究所からは5名の研究
者の成果発表がありました。新型コロナウィルス感染症の影響から、2019年11月30日に実施された第1回目から
3年ぶりの開催となった今回のシンポジウムは、のべ54名が集う盛況な会となりました。今後も海外の協定校、研
究所などと積極的な研究交流が行われることを期待しております。

タイ王立シンクロトロン光研究所とシンポジウム開催
国際センター

一般選抜（前期／前期･英語外部試験利用）・
大学入学共通テスト利用選抜の出願について
～ 1月5日よりスタート～

　1月5日より、出願データ登録が始まります。本学ホームページのインター
ネット出願サイトからご登録いただけます（1月5日（木）10時より）。
●出願は、インターネットでのみ受け付けます。
●データ登録後、出願書類を期日までに郵送いただかないと、受験できません。
●出願書類の郵送は、簡易書留・速達で必ず行ってください。
● 受験票の取得、合否照会、入学手続き等に関しては、マイページで行います。
　マイページは、インターネット出願サイトと同じです。

▼インターネット出願 ▼入学者選抜要項

ー
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学校法人東京電機大学　（総務部企画広報担当）
〒 120-8551 東京都足立区千住旭町5番
TEL. 03-5284-5125 FAX. 03-5284-5180
E-mail:soumu-kikaku@jim.dendai.ac.jp
https://www.dendai.ac.jp/

編集後記
　あっという間に年末となりました。年越しまでは何かとバタバタしがちですが、気持ちよく新年を迎えられるよう、あと一踏ん
張りがんばりましょう。2022年も皆様のご協力のおかげでTDU Agoraを発行することができましたこと、感謝申し上げます。ど
うぞ、良いお年をお迎えください。

★ 出版局ではメールマガジンを配信しております。ご希望の方は、下記URLよりご登録ください！
　https://web.tdupress.jp/mailmagazine/

＜ピックアップ！電子書籍＞

出版局より、新刊の紹介や話題の本、イベントなどのホットな情報を掲載！

2022年11月の新刊は1点となります。

ピックアップ ! 出版局

サイエンス探求シリーズ 偉人たちの挑戦（4）  化学編
東京電機大学 編
A5判・172頁　定価3,080円

科学における偉人の業績と生涯を分野別に紹介するシリーズ。会話調の平易な語りと多数のイラ
ストで興味関心を深められる。

大学教育DXの全体像の俯瞰と先行モデルにおける今後の方向性について調査研究を実施。学習
者本位DXのあり方や国内外の動向、 大学教育の将来と課題等についてまとめた。

大学のデジタル変革  ―DXによる教育の未来
井上雅裕 編著　角田和巳・長原礼宗・八重樫理人など 著
242頁　定価3,410円

Microsoft Offi  ceを活用して情報リテラシーを身につけるテキスト。実践的な例題を手順に沿って
丁寧に解説。課題学習型で実力がつく。

学生のための情報リテラシー  Office 2021・Microsoft 365対応
若山芳三郎 著
208頁　定価2,640円

水処理に関して基礎から応用技術までを90のテーマにまとめた入門書。1テーマに解説と図表の見
開き完結でまとめ、各技術の要点をわかりやすくまとめた。

実務に役立つ水処理技術
和田洋六 著
208頁　定価2,970円



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.500000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


